
防災メモ
「小牧市防災ガイドブック」を活用しよう！「小牧市防災ガイドブック」を活用しよう！

ケーブルテレビ番組表
小牧市政だより

毎日７回・５分間放送

開催されたイベント情報や取組などを紹介！

※市公式YouTube でもご覧いただけます。
※テレビでご覧いただくには、ケーブルテレビへの加入が必要です。
※都合により、番組内容を変更する場合があります。

４月 番組表
放 送 日 番 組 内 容

4/ 6 ㈯～ 12㈮

4/13 ㈯～ 19㈮

※毎週土曜更新

詳細はこちら▶

消防観閲式

4/20 ㈯～ 26（金） 小牧山さくらまつり

4/27㈯～5/3（金・祝）

問合先 防災危機管理課（☎ 76‐1171）

市では、地震の揺れやすさや避難場所、内水
氾濫による浸水想定などのハザードマップや自
分や家族が取るべき行動を整理するマイタイム
ライン、備蓄食料のローリングストックなどを
１冊にまとめた「小牧市防災ガイドブック」を
発行しています！
　４月に入り、新生活が始まった方も多いと思
いますので、ご自宅でできる防災対策について
「小牧市防災ガイドブック」を活用し、今一度
確認しておきましょう。

※「小牧市防災ガイドブック」は防災危機管
理課および各支所等の窓口で配布しているほ
か、ホームページでも見ることができます。

菜の花フェスティバル

４月からプラスチックの
出し方が簡単になりました

詳しくはこちら▶

SNSで市の情報をお届け
各種イベントや行政情報などのくらしに役立つ情報や、災害
情報などの緊急情報を、市公式 SNS でお知らせしています。
その中でも「LINE」は最も登録者数が多く、市の人口の
4割を超える約 6万 8千人と、多くの方が利用しています。
市公式 SNSに登録すると、旬な情報を手に入れることができ
ますので、ぜひご利用ください。

LINE

欲しい情報だけ
4 4

を
選んで受け取れます

Facebook

イベントの写真も
掲載しています

X（旧ツイッター）

お得な情報を
まとめてチェック

動画でお届け動画でお届け

ケーブルテレビのデータ放送を活用ケーブルテレビのデータ放送を活用

「Yahoo! くらし」でお知らせ「Yahoo! くらし」でお知らせ

YouTubeでも市公式チャンネルを開設してお
り、小牧の魅力と市政情報を、わかりやすく伝
えています。
イベントの雰囲気を感じることがで
きる動画や、職員による解説動画な
どをアップしています。

Yahoo ! JAPANの公共情報発信機能を活用した
行政情報サービス
「 Yahoo ! くらし」
に、市政情報を掲
載しています。

ケーブルテレビで視聴ができるCCNet「安全・
安心 123チャンネル」
のデータ放送で、市
政情報を発信してい
ます。

小牧の魅力を発信する
「小牧市 PR隊」の Instagram
市内で撮影した好きなもの・お気に入りの場所などを、
「＃ lovekomaki」「＃ lovekomaki」を付けてインスタグラムに投稿してく
ださい（「これは！」と思うものにはリポストします！）
素敵な投稿、お待ちしてます！

2　広報こまき 2024年 4月号

議会報告会と市民の意見を聴く会
問合先　議会事務局（☎ 76‐1168）

★★

情報　情報情報
市民に開かれた、信頼される議会を目指し、「議会報告会と市民の意見を聴く会」を開催します。
どなたでも参加できますので、ぜひ会場へお越しください。

▲昨年度の報告会、意見交換の様子

詳しくはこちら▶

▲昨年度の報告会、意見交換の様子

内容

日時 4/27 ㈯ 10:00 ～ 11:30（9:45 開場）

場所 本庁舎 6階 601会議室

第１部　議会報告会
令和 6年第１回定例会における審議内容について報告します。

第２部　市民の意見を聴く会
３つの常任委員会に分かれて、それぞれ下記のテーマについて意見交換します。
● 自治会活動【総務委員会】
● こどもまんなか社会【福祉厚生委員会】
● 道路整備と渋滞緩和【文教建設委員会】

※手話通訳・要約筆記が必要な方は 4/5 ㈮までにお申込みください。
76‐0360     gikaigiji@city.komaki.lg.jp

新たな学校づくり推進計画の策定を
進めています

問合先　教育総務課（☎ 76‐1164）
新新たな

学校づくりに向けて

第２回

詳しくはこちら▶

小牧市が目指す教育
学校は社会の縮図と言われており、性別、国籍、個性など多様な他者、多様な価値観の中で、思考力や社会性、人間関係

などを形成する力を育む場でもあります。
子どもたちに豊かな学びを保障するためには、子どもたちがさまざまな見方や考え方、価値観、文化などの多様性に触れ

る機会が重要です。そして、多様性に触れ、人間関係の固定化を防ぐためには、適正な学校規模を維持していく必要がある
と考えています。
次号では、小牧市の地区別の課題についてお知らせします。

学校規模の標準は、法令上は小学校・中学校ともに「12学級以上18学級以下」とされていますが、近い将来、小牧市で
は学校規模の標準を下回る学校（以下「小規模校」）が増える見込みです。
令和15年度の推計では、小学校では三ツ渕、篠岡、小木、桃ヶ丘、陶、光ヶ丘、大城の7校が、中学校では篠岡、北里、

桃陵、小牧西、光ヶ丘の5校が小規模校となる見込みです。
小規模校には「きめ細かな指導がしやすい」「人間関係が深まりやすい」「個別の活動の機会を与えやすい」などの利点

がある一方、次のような課題もみられます。

学校運営上の課題学校運営上の課題
クラス替えが困難、切磋琢磨する機会の減少、部活動
の種類が限定される
多様な指導形態がとりにくい、教員の減少に伴うさま
ざまな弊害

児童生徒への影響児童生徒への影響
人間関係の固定化、社会性やコミュニケーション能力
が身につきにくい
進学先の大きな集団への適応に困難をきたす可能性が
ある
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